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勇

造
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現
在
の
日
本
学
士
院
の
前
身
東
京
学
士
会
院
は
明
治
初
頭
に
文
部
卿
西
郷
従
道
の
発
案
で
、
当
時
の
日
本
の
も

つ
と
も
有
力
な
学
者

た
ち
が
会
合
、
協
議
し
て
定
数
二

一
名
の
会
員
を
選
出
し
、

一
八
七
九
年

(明
治

一
二
年
)

一
月

一
五
日
に
結
成
さ
れ
た
学
者

の
団
体

で
あ
る
。
一
=

名
の
会
員
は
、
福
沢
諭
吉
、
西
周
、
西
村
茂
樹
、
神
田
孝
平
、
津
田
真
道
、
市
川
兼
恭

(蘭
学
者
、
砲
術

.
造
船

.
築

城
)
、
加
藤
弘
之
、
中
村
正
直
、
箕
作
秋
坪

(蘭
学
者
、
東
京
師
範
学
校
摂
理

・
東
京
図
書
館
長
)、
杉
亨
二

(統
計
学
)、
伊
藤
圭
介

(植
物
学
)、
内
田
五
観

(数
学
)
、
阪
谷
素

(儒
学
者
)、
重
野
安
繹

(史
学
会
会
長
)
、
杉
田
玄
端

(医
学
)、
川
田
剛

(漢
学
者
)、

福
羽
美
静

(和
漢
学
)、
細
川
潤
次
郎

(法
学
者
)、
小
幡
篤
次
郎

(慶
応
義
塾
長
)、
栗
不
鋤
雲

(郵
便
報
知
新
聞
主
筆
)
ら
で
、
い

ず
れ
も
当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
碩
学
で
あ

っ
た
。

明
治
八
年

=

月
の

萌

六
雑
輩塵

の
廃
刊
後
、
本
来
は
学
術
結
社
だ

っ
た

「明
六
社
」
が
親
睦
的
な
サ
ロ
ン
に
変
質
し
は
じ
め
た

こ
ろ
、
す
で
に
社
の
内
部
や
周
辺
に
は
学
者
、
知
識
人
に
よ
る
あ
ら
た
な
学
術
集
団
の
結
成
を
望
む
声
が
上

っ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
年
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の
九
月
に
は

「教
育
令
」
が
施
行
さ
れ
、
全
国
的
規
模
の
教
育
体
制
の
整
備
が
行
な
わ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
文
部
卿
西
郷
の
補
佐
役
で
、

明
六
社
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

っ
た
文
部
大
輔
の
田
中
不
二
麿
は

=

年

一
二
月
に
福
沢
、
加
藤
、
西
、
中
村
、
箕
作
、
神
田
、
津
田
の

七
人
を
私
邸
に
招
き
、
会
院
設
立
の
建
議
を
提
示
し
て
七
人
の
意
見
を
聴
取
し
た
。
七
人
は
協
議
し
た
の
ち
、
文
部
省
の
案
を
了
承
し
、

前
記
の
会
員
選
出
手
続
を
経
て
翌
年
の

一
月

一
五
日
に
会
院
が
設
立
さ
れ
た
。
会
院
の
初
代
会
長
に
は
福
沢
諭
吉
が
選
挙
で
選
ば
れ
た

が
、
ほ
ど
な
く
西
周
に
代

っ
た
。

一
二
年
三
月
二
八
日
に
開
か
れ
た
学
士
会
院
の
臨
時
会
で
福
沢
は
会
院
創
立
の
主
旨
に
つ
い
て
演
説
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
た
。

「本
会

二
於
テ
、
学
士
其
人
ヲ
求
ム
ル
ニ
ハ
、
職
分
ノ
官
私
ヲ
問
ハ
ス
、
名
声
ノ
隠
顕

二
拘

バ
ラ
ス
、
学
徳
有
素
ノ
士
ヲ
得
ル
ヲ
以
テ

正
的
ト
ナ
サ

ハ
、
其
学
識
文
才
ト
、
徳
義
品
行
ノ
両
途

二
留
意
シ
、
本
院
選
挙
ノ
主
旨

二
適
ス
ル
ヲ
得
ン
コ
ト
、
特

二
予
輩
ノ
諸
君
ト

共

二
企
望
ス
ル
所
ナ
リ
」

福
沢
は
あ
ら
た
に
設
置
さ
れ
た
学
士
会
院
が
明
六
社
と
同
じ
よ
う
に

(あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
)
官
製
ア
カ
デ
ミ
ー
に
向
か
う
こ
と

を
危
惧
し
て
、
会
員
の
選
出
に
当

っ
て
は

「官
私
」
、
あ
る
い
は

「名
士圧

の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
才
能
学
識
と
と
も
に
徳
義
品
行

の
人
を
選
ぶ
べ
き
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
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会
院
が
設
立
さ
れ
た
翌
年
の

一
八
八
〇
年

(明
治

一
三
年
)
六
月
に

『明
六
雑
誌
　
に
倣

っ
た
会
院
の
機
関
誌

『東
京
学
士
会
院
雑

吐塵

が
発
行
さ
れ
た
。

一
〇
⊥

一一〇
頁
前
後
の
冊
子

(定
価
十
五
銭
)
で
、
四
六
判
仮
綴
、
各
冊
に
論
説
二
、
三
篇
と
会
院
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
、
月

一
回
発
行
さ
れ
た
。

こ
の
雑
誌
は
そ
の
性
格
と
内
容
か
ら
み
て
、
『明
六
雑
誌
』
の
後
継
誌
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
掲
載
論
文
の
中
に
は
画
期
的
で
先
駆
的
な

も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
論
文
の
ほ
と
ん
ど
が
会
院
内
で
講
演
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
著
書
に
収
め
ら
れ
ず
に
終

っ
た
。

設
立

二

年
後
の
明
治
二
一二
年
に
会
院
の
規
定
を
改
正
し
て
会
員
の
数
を
ふ
や
し
、
村
上
英
俊

(フ
ラ
ン
ス
学
)、
箕
作
麟
祥

(法

学
)、
大
鳥
圭
介
、
黒
川
真
頼
、
小
中
村
清
矩
、
原
坦
山

(仏
教
学
)、
三
島
毅
、
田
中
芳
男

(植
物
学
)、
三
宅
秀

(医
学
)、
岡
松
甕

谷
、
木
村
正
辞
、
島
田
重
礼
、
外
山
正

一
、
大
沢
謙
二
、
小
藤
文
次
郎
、
緒
方
正
規
、
桜
井
錠
二
、
井
上
哲
次
郎
ら
の
ほ
か
、
日
本
の

法
典
編
纂
に
貢
献
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
法
学
者
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
博
士
も
会
員
に
加
わ

っ
た
た
め
、
雑
誌
の
内
容
が
い
っ
そ
、つ
充
実
し
、
多

彩
に
な

っ
た
。

ま
た
第
十
二
編
第
二
冊

(明
治
一
ゴ
ニ
年
)
に
掲
載
さ
れ
た

「故
会
員
村
上
英
俊
の
伝
」
に
始
ま
る
会
員

(故
人
を
含
む
)
の
評
伝
は
、

伊
藤
圭
介
、
神
田
孝
平
、
中
村
正
直
、
市
川
兼
恭
、
三
島
毅
、
栗
不
鋤
雲
、
原
坦
山
、
細
川
潤
次
郎
、
加
藤
弘
之
、
島
田
重
礼
、
津
田

真
道
、
木
村
正
辞
、
客
員
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
、
中
村
清
矩
、
杉
亨
二
、
外
山
正

一
ら
に
つ
い
て
、
各
人
と
交
友
の
あ

っ
た
人
た
ち
に
よ

っ

て
書
か
れ
た
も
の
で
、
明
治
期
の
学
術
研
究
者
に
資
す
る
所
が
大
き
い
。

こ
の
雑
誌
は

一
九
〇

一
年

(明
治
三
四
年
)
三
月
発
行
の
第
二
三
篇
第
三
冊
ま
で
二

一
年
間
に
わ
た

っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
以
下
に
論

文
の
題
目
と
執
筆
者
の
名
前
を
全
部
挙
げ
て
み
る
。
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『東
京
学
士
会
院
雑
誌
』
内
容
目
次

明
第 治 編
一 十

、 需 一■

第 年 冊 九 八

神 伊 加 福

田 藤 藤 沢

孝 圭 弘 諭

平 介 之 吉

〇 八
〇

執 年 年

同 明
筆 三 治十

十
四 三

者 年 年
))

 

四

伊

藤

圭

介

四

重

野

安

繹

五

小

幡

篤

次

郎

六

杉

田

玄

端

七

西

村

茂

樹

七

杉

田

玄

端

三
月
創
刊

三
月
第
二
十
三
編

の
三

論

文

題

目

教

育

論

女
子
ノ
教
育

本
邦
博
物
学
起
源
沿
革
説

邦
語

ヲ
以
テ
教
授
ス
ル
大
学
校

ヲ
設

置
ス
ヘ
キ
説

附
評

(加
藤
弘
之
)

博
物
学
起
源
沿
革
説
続

漢
学
宜
ク
正
科

一
科
ヲ
設
ケ
少
年
秀

才

ヲ
選
ミ
清
国

二
留
学
セ
シ
ム

ヘ
キ

論
説

専
門
学
校
ノ
切
要
ヲ
論
ス

動
植

二
物

ヨ
リ
産
ス
ル
食
物
ノ
生
体

二
功
用
ヲ
ナ
ス
略
説

英

・
ヰ
リ
ア

ム
ス

「病
原
論
」
抄
訳

大
学
ノ
中

二
聖
学

ノ

一
科

ヲ
設
ク
ベ

キ
説

動
植
二
物

ヨ
リ
産

ス
ル
食
物
ノ
生
体

二
功
用

ヲ
ナ
ス
略
説
ノ
続

七

阪

谷

素

八

重

野

安

繹

九

明
治
十
四
年

第
二
、
第

一二

西

三

杉

四

阪

谷

五

川

田

⊥
ノ、

阪

谷

周

亨

二素剛素

森
学
士
調
練

ヲ
体
操

二
組
合

セ
教
課

ト
ス
説
ノ
後

二
附
録
ス

国
史
編
纂
ノ
方
法

ヲ
論

ス

附
評

(加
藤
弘
之
)

紀
事

第
十

一
号
節
録

同

第
十
二
号
同

同

第
十
三
号
同

紀
事

第
十
四
号
同

紀
事

第
十
六
号
節
録

同

第
十
七
号
同

紀
事

第
十
八
号
同

加
藤
先
生

博
言
学
議
案
ノ
議

当
院
規
則
第

一
条
教
育

ノ
事

ア
ル
ニ

因
リ
思

ヲ
起

シ
享
ニ
カ
知
ル
所
ノ
教

育
ノ
談

ヲ
述
ブ
ベ
シ

学
士
会
院

二
著
書
賞
格

ヲ
設
ク

ヘ
キ

議
案

紀
事

第
十
九
号
節
録

漢
学
宜
分
経
籍
為
修
身
政
事
刑
律
工

芸
諸
科
専
攻
其
業

附

重
野
評

紀
事

第
二
十
号

著
書
賞
格

ヲ
立
ル
儀
案
附
録
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七

杉
田
玄
端

訳
述

八

伊

藤

圭

介

〇 九

伊 細 杉

藤 川 田
潤

圭 次 玄

介 郎 端

 

明
治
十
五
年

三
、

杉
田
玄
端

同同

二

神

田

孝
訳

訳 述

 

平

伊 細 中

藤 川 村
潤

圭 次 正

介 郎 直

 

四

杉

田

玄

端

訳

五

細

川

潤

次

郎

杉

田

玄

端

訳

衣
服
ノ
健
康

二
関
係

ア
ル
論

博
物
学
者

ヲ
シ
テ
支
那

二
派
出
シ
本

地

ヲ
遍
歴
博
衆

セ
シ
ク
バ
斯
学

二
於

テ
発
明
有
益
タ
ル
ヲ
得

ヘ
キ
ノ
案

紀
事

第
二
十

一
号

身
体
運
動
論

男
女
共
学
ヲ
論
ス

日
本
入
ノ
雑
俗
文
章

二
於
ケ
ル
句
読

段
落
ノ
標
示
ス
ル
ヲ
以
テ
必
要
ト
セ

サ
ル

ハ
一
欠
事
タ
ル
ヲ
弁

ス

精
神
ノ
訓
練

嫁
嬰
論

(
マ
リ
エ
ー
ジ
)

嫁
姿
論
愚
見

清
英
戦
争
ノ
際
清
兵
力
英
公
主

ヲ
虜

ニ
セ
シ
事
ノ
説
伝
ナ
ル
ヲ
弁

ス

四
書
素
読
ノ
論

鉄
鉱
の
事

ヲ
論
ス

諸
植
物
ノ
中
本
邦
自
生
ノ
品
ト
異
邦

伝
植
ノ
者
ト

ヲ
区
別
シ
之
ヲ
弁
晰
セ

ン
ト
欲
ス
ル
ノ
説

睡
眠
論

(ス
リ
ー
プ
)

治
虎
列
刺
病
用
忍
耐
法
説

通
泄
論

(エ
キ
ス
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
)

六

細

川

潤

次

郎

八 七

加 大 神 加 西

藤 鳥 田 藤 村

弘 圭 孝 弘 茂

之 介 平 之 樹

 

九
一
〇

明
治

十
六
年

第

四
、

一

重 伊 杉

野 藤 田
玄

安 圭 端

繹 介 訳

細 西 伊 鷲 市 杉 黒 神 大 黒

川 村 藤 津 川 田 川 田 鳥 川

潤 玄

次 茂 圭 宣 兼 端 真 孝 圭 真

郎 樹 介 光 恭 訳 頼 平 介 頼

 

伊

藤

圭

介

虎
列
病

ヲ
治

ス
ル
ニ
忍
耐
法
ヲ
用

フ

ル
ノ
説
ノ
続

性

善

説

日
本
初
世
開
化
之
源
因
第

一

支
那
人
人
肉

ヲ
食

フ
ノ
説

教

育

論

人
為
淘
汰

ニ
ョ
リ
テ
人
材

ヲ
得

ル
ノ

術

ヲ
論
ス

大
気
及
温
度
論

桑

柘

説

風
俗
歌
舞
源
流
考
上

本
邦
書
籍
刊
行
考

倹

素

論

万
国
言
語

一
致
説

姻
草
伝
来
説
略

食

物

五
十
音

の
錯
乱

新
体
ヲ
制
定
ス
可

ヘ
キ
議
案

本
邦
博
物
学
起
源
沿
革
説
拾
遺

日
本
道
徳
学
ノ
種
類

洋
人
性

ヲ
論

ス
ル
筍
子

二
似

タ
ル
事

ヲ
論

ス

花
史
雑
記
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明
治
十
六
年

第
五
編

明
治
十
七
年

第
六
編

中 小 黒 神 黒

村 中 川 田 川
村

正 清 真 孝 真

直 矩 頼 平 頼

黒 福 重

川 羽 野

真 美 安

頼 静 繹

杉

田

玄

端

訳

杉 大 伊 西 同 村

田 鳥 藤 村 上

玄

端 圭 圭 茂 英

訳 介 介 樹 俊

黒 伊 黒 小

川 藤 川 中
村

真 圭 真 清

頼 介 頼 矩

両
親

ヨ
リ
稟
ク
ル
性
質
ノ
説

カ
ベ
ル
レ
原
著

「
ア
ワ
ル

・
ラ
イ
フ
」

風
俗
歌
舞
源
流
考
下

用
言
弁
誤

鎌
倉
大
草
紙
考

纈

考

学
術
ノ
上
進
ヲ
謀
ル
ノ
議

蒔

絵

考

唱

歌

拙

議

古
典
講
習
科
乙
部
開
設

二
就
キ
感

ア

リ
書
シ
テ
生
徒

二
示

ス

附
漢
字

ヲ
治
ム
ル
工
夫
ヲ
論
ス

血
液
論
訳
述

(六
回
)

血
液
成
分
論

心
学
略
伝
上
、
中

花

史

襟

記

清
国
五
人
種

生
死
論
訳
述

名
字

ヲ
貴
重

ス
ヘ
キ
説

色
葉
歌
作
者
考

花
史
篠
記

一
条

天
皇
服
衰
冤
考

大 伊 杉 細 杉 黒 伊 神 杉 重 重 村 伊 杉

鳥 藤 田 川 川 藤 田 田 野 野 上 藤
潤i.

圭 圭 玄 次 亭 真 圭 孝 玄 安 安 英 圭 亨

介 介 端 郎 二 頼 介 平 端 繹 繹 俊 介 二
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斉

論

博
物
家
沿
革
雑
誌
拾
遺

社
会
の
病
弊

異

学

禁

博
物
家
沿
革
雑
誌
拾
遺

異

学

禁

博
物
家
沿
革
雑
誌
拾
遺

錦
案
古
瓦
譜

綿
と
砂
糖

(綿
の
分
)

社
会
と
病
弊

錦
案
古
瓦
譜

薬

の

説

日
本
書
紀
を
読
む
心
得

錦
案
古
瓦
譜

大

極

殿

天
文
板
論
語
考

錦
案
古
瓦
譜

百
済
貢
献
の
千
字
文

孔
子
の
道
と
狙
裸
学

天

下

国

家

錦
案
古
瓦
譜

綿
と
砂
糖

(砂
糖
の
分
)

明
治

一
閏十
八
年

十
七
編

の

一四 三 二 九

木 津 箕 大 杉 木 小 黒 木 川 西

村 田 作 鳥
y村 霧 川 ㌔ 村

正 真 麟 圭 早 正 清 真 正 茂

辞 道 祥 介 二 辞 矩 頼 辞 剛 樹

島 杉 木 伊 津 細 島

田

__._.村 藤 鴫 田
重 号 正 圭 真 次 重

礼 二 辞 介 道 郎 礼

六 五

同 重 加

野 藤

安 弘

繹 之

百
済
所
献
千
文
考
答
或
人
間

教

育

意

見

教

学

錦
案
古
瓦
譜

百
済
貢
献
千
字
文
及
古
註
千
字
文

社
会

の
病
弊

百
済
所
献
千
文
考
駁
論

の
答

地

球

の

話

支
那
衰
弱

の
理

千
字
文
再
論
に
答
う

日
本
書
紀
を
読
む
心
得

武
家
の
政
治

千
文
字
再
答
の
補
正

社
会
の
病
弊

東
方
人
種
の
資
性
異
同

行
政
裁
判
学

唯

物

論

史
学
家
の
沿
革

客
員

ギ

ス
タ
ー

ヴ

・
ボ

ア

ソ
ナ
ー

ド

・
ド

・
フ
ォ
ン
タ
ク
ビ
ー
の
伝

各
国
憲
法
の
異
同

武

強

文

弱

同

右

続
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五 四 三

十
八
ノ

明
治

二
十
九
年

十
八
編
ノ

一 十

杉 木 津 外 田 津 大 津 三 島 津 黒 伊 島

村 田 山 中 田 島

亭 正 真 正 芳 真 圭

田 宅 田 田 川 藤 田

真 重 真 真 圭 重

二 辞 道 一 男 道 介 道 秀 礼 道 頼 介 礼

清

儒

学

案

医
学
応
用
の
新
領
地

開
化
の
行
歩

医
学
博
士
大
沢
謙
二
の
伝

東
方
人
種
資
性

の
異
同

唯
物
論
の
二

我
邦
物
産

の
起
源

新
体
詩
並
に
朗
読
法

性

説

音
韻
学
の
要
領

人
の
死
と
生

八 七

西 井 伊 三 重 加 杉

村評 島野帆
茂 次 圭 安 弘A

樹 郎 介 毅 繹 之 二

社
会
の
病
弊

責

任

論

古

文

書

学

学
問
の
標
準

花

史

雑

記

釈
迦
は
如
何
な
る
種
族
な
る
か

宗

教

論

故
会
員
文
学
博
士
小
中
村
清
矩
伝

狙
裸
学
の
話

花

史

雑

記

物
語
絵
詞
の
説

薄

葬

説

明
治

三
十
年

十
九
編
ノ

木 井 津 田 木 杉 津

村 上 田 中 村 田
哲

正 次 真 芳 正 亨 真

十 九 八 七 六

島 大 津 西 三 津 黒 三 津 重 大 加 同 津 細

川

潤

次

郎

田

真

道

藤

弘

沢

謙

野

安

田

真

島
川

真

田

真

宅
村

茂

田

真

鳥

圭

田

重

之二繹道毅頼道秀樹道介礼

武

士

道

唯
物
論
の
三

力
論

同

四

天
論

ヘ
ッ
ケ
ル
博
士

の

一
種
の
淘
汰
論

経

験

説

源

義

経

大
学
に
所
謂
格
物
致
知
に
就
て

仁
斎
学

の
話

上
古

の
外
交

我
国
に
於
け
る
儒
仏
両
教

殖
民
事
務
に
医
学
の
応
用

欲

の

解

希
膿

二
賢
の
語
に
就
て

徳
育
は
国
民

の
資
性

に
従

ひ
て
掛
酌

す

へ
し

本
朝
諸
儒
の
経
説
を
評
す
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十

木 大 田

村 鳥 中

正 圭 芳

辞 介 男

九

杉 津

田

亨 真

二 道

八 七 六 六 五 四 三

島 田 西 重 田 伊 三 杉 津 細 津 黒 井 重 津 加 田

田 中 村 野 中 藤 島
一 鴫 田 川 評 曝 中

重 芳 茂 安 芳 圭 亭 真 次 真 真 次 安 真 弘 芳

礼 男 樹 繹 男 介 毅 二 道 郎 道 頼 郎 繹 道 之 男

巨
竈
の
説
明

社
会
生
存
の
二
方
面

唯
物
論

の
七

良
心
論

本
邦
兵
力
の
転
遷

教
育
上
に
於
け
る
世
界
主
義
を
難
ず

上
古
外
交
の
情
実

封

建

論

新
宗
教
即
極
致
教

唯
物
論
の
八

欲
の
説

国
の
零
落
と
滅
亡

孔
子
非
守
旧
家
弁

花
史
雑
記

南
天
燭

台
湾
産
蓮
紙

本
邦
兵
力
の
転
遷

続

教

育

}
斑

大

枇

杷

本
邦
古
代
の
経
学
と
唐
代

の
学
制
と

の
関
係

唯
物
論
の
九

希
蝋

の
衰
亡
と

マ
セ
ド

ニ
ヤ
歴
山
大

王南
京
虫
並
に
駆
除
法

日
清
交
際

の
将
来

日
本
古
代
字
書
の
説

明
治
三
十

]
年

第
二
十
編

一二三六八 七

加 西 大 田

藤 村 沢 中

弘 茂 謙 芳

之 樹 二 男

五 四

大 加 木 津 緒 同 杉 島 加 津 同 田 黒 田 重 加 三 田

鳥 藤 村 田 方 田 藤 田 中 川 中 野 藤 宅 中

圭 弘 正 真 正7R-/重 弘 真 芳 真 芳 安 弘 芳

介 之 弁 道 規 二 礼 之 道 男 頼 男 繹 之 秀 男

泊

夫

藍

嗜
好
品
の
応
用
に
就

て

表
裏
反
対
の
間
違
づ
く
し

北

海

道

談

や

ま

び

は

中
古
絵
画
種
類
名
称

の
弁

山
水
は
国
の
財
本

露

兜

樹

唯
物
論
の
十

心
魂
論

生
存

の
需
要

校

勘

之

学

羅
馬

の
盛
衰

同

上

続

狂
犬
病
予
防
の
話

唯
物
論
の
十

一

文
武

日
本
古
代
字
書
之
説

続

性
善
悪
に
就
き
て

支
那
語
学
を
勧
む
る
の
説

(漢
文
訓

読
法
の
廃
棄
)

駆
虫
菊
之
解

蟻
蜂
は
精
神
作
用
を
有
す
る
や

蓄

妾

論

宇
内

一
国
成
否

の

一
大
問
題



九

井

上

哲
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田

中

芳

男

井

上

哲

次

郎
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明

第治

十十
ノー二

四 三 ニ ー編年 十 十

田 加 田 宮 津 大 田 木 加 田 桜 田 黒 杉 重 津

中 藤 中 崎 田 鳥 中 村 藤 中 井 中 川 野 田道
_

芳 弘 芳 ゴ 真 圭 芳 正 弘 芳 錠 芳 真 予 安 真

男 之 男 郎 道 介 男 辞 之 男 二 男 頼 二 繹 道

113

五

重

野

安

繹

新
国
字
確
定

の
時
機

「カ
ヒ
ラ
ギ
サ
メ
」
及
範
鮫

新
国
字
確
定

の
時
機

続

唯
物
論
の
十
二

夫
婦
説

薩
藩
の
開
国
主
義

羅
馬

の
盛
衰

続

上
古
外
交
弁

風

露

草

国
家
と
理
学

蟻
蛇
と
天
狗
に
就
て

利
己
的
功
利
道
徳

勲

位

の

説

薯

積

の

説

清
国
に
対
す
る
古
今
感
情
の
変
遷

唯
物
論
第
十
三
唯
心
論
の
弁
妄

律
令

に
就

て

英
領
北
亜
米
利
加
産
犬
鮭

道
徳
と
法
律
と
抵
触
す
る
場
合
あ
り

や
否
や

姻

草

代

葉

加
藤
弘
之
先
生
経
歴
概
要

杉
亨
二
先
生
略
伝

常
用
漢
字
文

加 田 宮

藤 中 崎
道

弘 芳 ゴ

之 男 郎

明
第 治

十十
ノニ三
一編 年 十 九 八 七 六

三 木 田 杉 桜 大 津 西 緒 大 田 小 重 杉

宅 村 中 鳩 田 村 方 沢 丁

正 芳 亨 錠 圭 真 茂 正 謙 芳 次 安 亭

秀 辞 男 二 二 介 道 樹 規 二 男 郎 繹 二

四 三

根 重 同 田 小

本 野 中 藤
文

通 安 芳 次

明 繹 男 郎

羅
馬
貴
族
の
腐
敗

常
用
漢
字
文

続

支
那
の
地
質
構
造

百

合

樹

生
体
と
国
家

麻
刺
利
亜
の
予
防
に
就

て

臣
道
を
論
ず

我
国
政
体

の
変
遷

士

族

滲
透
圧
に
就
て

統

計

講

話

玉

箒

の

説

被
帽
と
脱
帽

ペ
ス
ト

の
話

質

屋

の

話

穿

山

甲

(解
説
及
図
)

吾
人
の
意
思
と
教
育
並
び
刑
罰
の
関

係地

球

の

話

高
脚
蟹

一
名
脚
高
蟹

枇

榔

の

説

大
日
本
史
三
特
筆
に
就
き
私
見
を
述
ふ

君
子
有
軽
重
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五 四

加 津 田 緒

藤 田 中 方

弘 真 芳 正

之 道 男 規

明

第 治

十十
ノ三 四
一編 年 十 九 八 七 六

木 加 津 根 重 宮 坪 桜 田 三 大 木 田 西 大 田 杉

村 藤 田 柵 蹴 井 中 島 鳥 榊 村 沢 中

正 弘 真 通 安 三 馬 錠 芳 圭 正 芳 茂 謙 芳 亨

辞 之 道 明 繹 郎 三 二 男 毅 介 辞 男 樹 二 男 二

空
気
中
の
塵
埃
に
就

い
て

蛇
脱
皮
解
説

故

外
山
博
士
小
伝

(肖
像
)

唯
物
論
十
四

(臆
説
の
弁
)

一
国
内
の
道
徳
と
国
交
上
の
道
徳
と

は
大
に
其
目
的
を
異
に
す

独
裁
統
領
ス
ユ
ル
ラ
死
後

の
羅
馬

玉
麿
砥
石

(解
説
及
図
)

右
利
き
と
左
利
き

学
校

の
徳
育
方
案

藻

玉

之

弁

歴
史
と
万
葉
集

米学
問
唯
知
の
説

オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
解
説

天
然
と
人
工

羅
馬
の
起
源
に
就

て

手

附

の

話

雑

考

支
那
上
古

の
教
育

唯
物
論

の
十
五

万
国
平
和
会
議
に
就

て

天
武
天
皇

の
新
宇

重 田 緒 同 田

野 中 方 中

安 芳 正 芳

繹 男 規 男

日
影
蔓

解
説
及
図

近
年
移
植
の
草
木

続

ペ
ス
ト
病
毒
の
伝
染
に
就
て

近
年
移
植

の
草
木

続

漢
学
研
究

の
方
法

以
上
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東
京
学
士
会
院
に
お
け
る
福
沢
の
活
動
は
明
六
社
の
と
き
と
変
ら
ず
、
定
例
会
に
は
休
ま
ず
出
席
し
、
発
言
も
識
見
に
富
み
、
活
発

だ

っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
福
沢
は

一
三
年

一
二
月
四
日
付
で
学
士
会
院
脱
退
届
を
会
長
の
西
周
に
提
出
し
た
。
こ
れ
に
続

い
て
慶
応

う

せ

い

ろ
う
ら

ん

義
塾

で
の
福
沢
の
片
腕
小
幡
篤
次
郎
も
同
月

=

一日
付
で
脱
会
届
を
提
出
し
た
。
福
沢
の
届
に
は
、
「迂
生
儀
老
獺
加
る
に
家
事
多
端
、

世
務
を
顧
る
能
は
ず
、
就
て
は
本
院
の
座
末
に
列
る
も
有
名
無
実
自
か
ら
安
じ
兼
候
に
付
、
会
員
除
名
に
相
願
度
此
段
宜
敷
御
取
計
奉

願
候
也
」
と
あ
り
、
小
幡
も
、
「近
来
多
病
」
、
「教
育
上
寸
分
の
微
功
な
く
」
な
ど
の
理
由
を
あ
げ
て
い
る
が
、
当
時
福
沢
は
ま
だ
四

十
代
半
ば
の
働
き
盛
り
で
、
こ
れ
で
は
脱
退
の
表
向
き
の
理
由
に
も
な

っ
て
い
な
い
。
何
よ
り
も
小
幡
と
連
挟
し
て
退
会
届
を
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
彼
の
積
極
的
な
脱
会
の
意
志
が
み
て
と
れ
る
。

明
六
社
の
場
合
は
、
と
も
か
く
森
有
礼
と
い
う
個
人
の
発
案
と
熱
意
か
ら
出
発
し
た
の
だ
が
、
東
京
学
士
会
院
は
、
会
院
規
則

(九

条
か
ら
成
る
)
の
最
初
に

「本
院

ハ
文
部
省
ノ
起
立

二
係
リ
教
育
ノ
事

ヲ
議
シ
、
学
術
技
芸
ヲ
討
論
ス
ル
所
タ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

最
初
か
ら
政
府
の
発
案
と
指
導
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
明
六
社
時
代
か
ら
引
き
ず

っ
て
き
た
官
と
民
の
対
立
が

設
立
と
同
時
に
顕
在
化
し
た
。
し
か
も
福
沢
が
脱
会
届
を
出
す
前
に
、
脱
会
の
引
き
金
に
な
る
よ
う
な
事
件
が
起

っ
て
い
た
。
そ
れ
は

会
員
が
三
百
円
の
年
金
を
貰
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る

「会
員
規
則
」
に
関
し
て
、
福
沢
は

「学
士
会
院
積
立
金
案
」
を
提
出
し
て
、

三
百
円
の
年
金
か
ら
五
十
円
を
会
院
集
会
の
経
費
に
当
て
、
残
り
の
二
五
〇
円
を
積
立
て
る
と
い
う
も
の
で
、
積
立
金
は
将
来
の
会
院

の
改
良
資
金
に
す
る
か
、
後
進
の
学
士
の
援
助
に
当
て
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
実
利
実
業
を
重
ん
じ
る
福
沢
は
、
会
員
が
社
会
的

に
な
ん
ら
具
体
的
に
貢
献
す
る
こ
と
な
く
高
額
の
年
金
を
受
け
取

っ
て
い
る
不
合
理
を
是
正
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
院
内

の
反
応
は
冷
た
く
、
加
藤
弘
之
、
神
田
孝
平
ら
、
政
府
か
ら
俸
給
を
得
て
い
る
会
員
か
ら
は
直
接
反
擾
が
あ

っ
た
。
し
か
し
新
聞
や
雑
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誌
は
こ
の
よ
う
な
会
院
内
の
対
立
の
詳
細
を
報
じ
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
、
福
沢
の
案
は
外
部
の
人
た
ち
に
知
ら
れ

る
こ
と
も
な
く
、
院
内
の
多
数
の
賛
同
を
得
る
に
至
ら
ず
、
会
員
た
ち
は
今
ま
で
ど
お
り
の
特
権
を
得
た
。
こ
う
し
た
会
院
内
の
動
き

の
背
景
に
は
、
教
育
行
政
組
織
と
し
て
の
体
制
を
整
え

つ
つ
あ

っ
た
文
部
省
の
発
言
力
の
増
大
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
明
六
社
か
ら

引
き
ず

っ
て
き
た
官
民
対
立
の
構
図
が
教
育
行
政
の
中
枢
と
な
る
文
部
省
の
設
立
に
よ

っ
て
い
っ
そ
う
複
雑
な
も
の
に
な

っ
た
。
福
沢

は
学
士
会
院
が
文
部
省
に
よ
り
か
か
る
こ
と
を
嫌
い
、
文
部
省
の
意
見
よ
り
も
む
し
ろ
社
会

一
般
の

「公
議
輿
論
」
に
頼
ろ
う
と
し
た
。

た
と
え
会
院
で
の
建
議
が
文
部
省
に
採
択
さ
れ
な
く
て
も
、
社
会

一
般
の
支
持
を
得
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
に
会
院
の
存
在
意
義
が

あ
る
と
彼
は
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
『明
六
雑
誌
』
出
版
中
止
の
建
議
案
を
提
出
し
た
と
き
と
同
じ
精
神
が
こ
こ
に
も
み
ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
彼
の
慶
応
義
塾
経
営
の
実
績
か
ら
く
る
自
信
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
「私
学
」
を
代
表
す
る
福
沢
と
小
幡
が
去
る
こ
と
に
よ

っ
て
学
士
会
院
が
い
っ
そ
、つ
官
僚
色
を
強
め
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
福
沢
は
彼
の

「私
立
為
業
」
の
立
場
を
守
る
た
め
に
、

あ
え
て
会
院
脱
退
の
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
東
京
学
士
会
院
は

一
時
的
に
せ
よ
文
部
省
の
政
治
的
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
翌
明
治

一
八
年
の

一
二
月
二

一
一日
に
は
内
閣
制
度
が
発
足
し
、
明
六
社
の
社
長
だ

っ
た
森
有
礼
が
伊
藤
内
閣
の
初
代
文
部
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
と
軌
を

一
に

し
て
森
の
ほ
か
に
も
明
六
社
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
日
本
の
近
代
教
育
行
政
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

思
え
ば
明
六
社
結
成
当
初
福
沢
が
志
向
し
た

「私
立
為
業
」
の
立
場
は
、
東
京
学

工
会
院
が
設
立
さ
れ
た
と
き
す
で
に
限
界
に
来
て

い
た
の
で
あ
る
。
異
端
者
で
あ
り
な
が
ら
な
お
組
織
の
中
心
人
物
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
に
な

っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
、
福
沢
の
東
京
学
士
会
院
脱
退
事
件
は
、
強
烈
な
個
性
を
持

っ
た

一
人
の
明
治
の
知
識
人
と
あ
ら
た
に
出
現
し
た
官
僚
集
団
の
対
立

の

一
つ
の
縮
図
で
あ

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。


